
1 

 

 

 

「いつでもボランティアチャレンジ（略称 いつボラ）」は、明学生が現代社会の新たな

ニーズを発見し、それに応えるため、自ら企画したボランティアを実践したいと思った“そ

の時”に申請できる援助金制度です。あなたが思いついたそのときに、活動することを“い

つでも”サポートします。 

たとえば、こんな活動をサポートします。 

 

例１）地元で起きた災害。課題は山積。大学に戻ったら、友人の心が動いた 

自分の地元で豪雨災害が起きた。帰省して自宅の泥だしの手伝いをしたが、周辺には高齢

者だけで復旧作業が殆ど進んでいない家が多くあった。大学の友人にこのことを伝えたら、

一緒に行きたいという声があがった。 

→ いつボラでは、交通費の補助、安全面でのアドバイスなどが可能です。 

 

例２）授業のゲストに共感。現場にいったら自分のできることがあった。 

大学の授業で、ドヤ街で活動するアート NPO の方がゲストの話を聞いた。活動に興味をも

って、授業の後にゲストの方に連絡をとり一度現地を訪問した。すると、NPOの活動で自分

が子どもの頃から学んでいる楽器の技術が活かせるのではないかと考えた。 

→ いつボラでは、交通費の補助、活動の紹介（報告会・仲間の募集）へのアドバイスな

どが可能です。 

 

例３）普段のボランティア活動に新たなニーズを発見。活動を発展させるために申請 

 普段より活動を行っている「こども食堂」において、食事支援以外に大学生による学習

支援もできるのではないかと感じた。「こども食堂」関係者に協力・理解を得るため、まず

は自分で子ども用のテキストを購入し、学習支援の実施を諮りたいと考えている。 

  →いつボラは、活動に使用する図書・資料に費用を当てることが可能です。 

 

＜応募資格＞ 

・明治学院大学に在学する学生・院生であること／明学生のみで構成されている団体であ

ること（休・停学中の学生は申請できません） 

 ※団体、個人とも、「いつでもボランティアチャレンジ」の採用は 2回までです（毎年 11

月に募集している「明治学院大学ボランティアファンド学生チャレンジ賞」に別途応募

することは可能です） 

 

 

「いつでもボランティアチャレンジ」募集要項 
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＜応募条件＞ 

・「社会貢献活動」であること 

・活動終了後 1 ヶ月以内に、①報告書の作成を行ない、②実施した活動をボランティアセ

ンターを通して発表すること 

※ 発表方法はボランティアセンターにご相談ください 

・ボランティアセンターの定めた期限内に、使用援助金領収書の提出及び、使途報告を行

なえること 

 

＜応募方法＞ 

 「いつでもボランティアチャレンジ応募用紙」をボランティアセンター（窓口またはメ

ール）に提出 

 

 ボランティアセンター 

 （横浜）4号館 1階  （白金）10号館 1階 （Email）voluntee@mail.meijigakuin.ac.jp 

 

＜選考方法＞ 

・応募条件を踏まえて、申請書類と面談を踏まえた選考を行う。 

 →選考結果は、代表者宛てにポートヘボンで通知 

 

＜助成内容＞ 

・個人： 2万円、団体：5万円を上限とする必要額を申請（選考時に減額する場合もある） 

※ 申請予算を使い切らなかった場合は、残金を全て返金する必要があります 

 

＜援助金を使用できる項目＞ 

・活動現場までの旅費交通費 

宿泊を伴う場合、宿泊費も含む。複数回活動を実施するときは、その分の支給も可能 

 旅費交通費は援助金の 8割を上限とする。通学定期経路を越える部分の公共交通機関分。 

・活動に関わる消耗品費 

イベント備品、文房具、CD、DVD、SDカード、USBメモリ、軍手、長靴など 

・イベントゲストへの謝礼・交通費 

※謝礼を申請に盛り込む場合は、必ず事前にボランティアセンターにご相談ください 

・図書購入費 

 参考書購入、調査のための資料購入費 

・印刷・製本費 

 ポスター・チラシ等の印刷代、冊子作成代など 

・通信・運搬費 

 資料や備品など発送のための宅配便料金など 
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・使用料・貸借料 

 会場施設使用料、機器貸借料など 

 

＜援助金を使用できない項目＞ 

・人件費 

・飲食費 

※但し、「食」をテーマとしたイベント等、飲食が必須手段となっている場合には認めら

れます 

・懇談会/慰労会などの会場費 

・機材購入費（PC、プロジェクター、ビデオ、楽器など、一万円以上で、活動終了後も使

用できるもの。） 

 ※機材の中には、ボランティアセンターなどで借りられるものもあります。 

・寄付に該当する使用 

 

＜その他＞ 

「いつボラ」の運用資金は年度毎に決められています。そのため援助資金が無くなり次第、

当該年度の申請受付も終了となりますのでご了承ください。 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

                    明治学院大学ボランティアセンター 

                   横浜：045-863-2056、白金：03-5421-5131 

                   Email: voluntee@mail.meijigakuin.ac.jp 


